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2011

人　口　212,579人　 （＋ 27）
世帯数　107,747世帯 （＋326）
（4月1日現在。（ ）内は前月比）
※ 男女別人口は、公表され次第
掲載します
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とよひら元気印（第56回）

　平成 7年の結成当時から、東月寒少年消防クラブの指導部長を務
めているという乙川さん。同クラブは、小学 4年生から 6年生を中
心に、あいさつなどの基本的な礼儀指導から、防火の呼び掛け、消
火栓周辺や、避難路確保を目的とした独居老人宅の除雪など幅広く
活動しています。また、中学生になっても準指導員としてクラブに
残る子どももおり、将来の地域防災を担う人材育成にも貢献してい
ます。「長期間にわたって一緒に活動するため、子どもの成長を感じ
られるのが何よりのやりがいですね」と笑顔で話します。
　新年度に入り、現在も新入クラブ員を募集中。新たな仲間の加入
を心待ちにしています。

子どもの成長を見守りながら

　 3月11日、東北地方に甚大な被害をもたらした東日本大震災が発
生しました。支援の輪が広がる中、乙川さんも、準指導員と共に被
災地へ差し入れる食事の下ごしらえや、救援物資の仕分け作業など
を行いました。「子どもたちは『やって良かった』と言っていました。
『自分にもできることがある』、そう感じたようです」。
　また、 1月には平岸中の島少年消防クラブが主催した「冬の災害
避難所体験」にも参加しました。電気や水道の使えない避難所生活
に、子どもたちからは「話し声が気になった。周りを囲う段ボール
があれば」「簡易トイレが大変」など、体験したからこその意見が。
いざという時、この疑似体験が必ず役立つと感じた乙川さんは「今
後は震災に備え、このような訓練を地域の皆さんと一緒にできれば。
多くの方に体験してほしいですね」と抱負を語ってくれました。

東日本大震災を受けて

▲支援活動に参加した子どもたち。被災地へ向け、
励ましのメッセージを送りました

東月寒少年消防クラブ指導部長　豊平区東月寒在住
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豊平区ホームページ「夢ひらく 花ひらく とよひらく」
　http://www.city.sapporo.jp/toyohira/

豊平区広報番組「豊平インフォメーション」
　ＦＭアップル76.5ＭＨz　毎週木曜日午後 3時～
※ 5月19日は、区役所から公開生放送いたします。
内容は「豊平区実施プラン2011」です。


